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といった機能が求められており、それらを解決できる安心な耐火被覆材です。

による問題解決
耐火被覆材は人命、財産を守る機能材です。
様々なデザイン建築物が増えており耐火被覆に

は現在、世の中に求められている耐火性能に+αを満たす耐火被覆材です。

耐火テクトの施工、その他お問合せ等は当社にご相談ください。

1. 屋外耐久性 2. デザイン性 3. 工期短縮

※「耐火テクト」は関西ペイント㈱の商品です。日刊産業新聞メール速報

◆速報性の高いニュースは臨時配信
◆月曜から金曜日の朝と夕方に無料配信

登録は弊社サイトか、左記ＱＲコードまで

https://www.japanmetal.com/order-email

新
工
場
に
5
軸
加
工
機

江
藤
製
作
所

機
械
加
工
を
内
製
化

Ｇ
Ｘ
向
け
ニ
ー
ズ
に
対
応

平林金属

就
労
支
援
事
業
所
を
設
立

仕
事
と
技
能
向
上
の
場
提
供

中国地区

企
業
倒
産
件
数
3.8
％
減

1
―
6
月
過
去
最
少
を
記
録

九
州
鉄
鋼
製
品

7
月
輸
出
量
減

門
司
税
関

中
国
公
共
工
事

件
数
3
％
増
加

7
月
、請
負
額
も
増

四
国
は
4.8
％
増
加

請
負
額
も
増

大
分
地
区
有
力
シ
ャ
ー
業
者
の
江
藤
製
作
所
（
本
社
＝
大
分
市
乙
津
町
、
岡
陽
一
社
長
）
は
本
社
敷
地
で

建
設
を
進
め
て
き
た
工
場
が
完
成
。
新
た
に
同
社
で
初
め
て
の
同
時
5
軸
加
工
機
を
導
入
し
、
機
械
加
工
を

開
始
し
た
。
大
型
製
缶
ま
で
手
掛
け
る
中
、
機
械
加
工
も
内
製
化
す
る
こ
と
で
納
期
対
応
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
ほ
か
、
風
力
を
は
じ
め
と
し
た
発
電
な
ど
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）
向
け
の
新
た
な
需
要
に
も
応
え
た
い
考
え
。

今
回
、
敷
地
南
側
の
駐

輪
機
を
製
作
し
て
い
た
建

屋
を
取
り
壊
し
、
新
た
に

約
4
0
0
平
方
㍍
の
「
第

1
Ｍ
Ｃ
工
場
」
を
建
設
。

併
せ
て
同
社
初
の
同
時
5

軸
加
工
機
を
導
入
す
る
こ

と
で
外
注
し
て
い
た
機
械

加
工
を
内
製
化
。
以
前
か

ら
手
掛
け
る
Ｅ
Ｖ
や
ト
ン

ネ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
向
け
の

ほ
か
、
世
界
的
脱
炭
素
化

の
流
れ
か
ら
風
力
や
潮

力
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉

な
ど
Ｇ
Ｘ
向
け
の
新
規
需

要
の
捕
捉
を
目
指
す
。

加
工
機
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
品
質
管
理
は
江
藤

製
作
所
と
江
藤
酸
素
が
折

半
出
資
し
て
昨
年
設
立
さ

れ
た
Ｓ.

Ｅ.

テ
ッ
ク
（
社

長
＝
日
下
明
宏
・
江
藤
酸

素
顧
問
エ
ン
ジ
ニ
ア
担

当
）
が
担
う
。

26
日
の
竣
工
式
で
神
品

誠
治
会
長
は
「
化
工
機
事

業
部
で
は
大
型
製
缶
ま
で

は
で
き
る
が
、
そ
の
先
の

機
械
加
工
が
で
き
な
い
弱

点
が
は
っ
き
り
し
て
い
た

た
め
、
大
型
構
造
物
の
機

械
加
工
を
始
め
る
こ
と
に

し
た
。
工
程
調
整
が
容
易

に
な
り
、
お
客
さ
ま
に
喜

ば
れ
る
と
思
う
。
世
界
で

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
が
進
む
中
、
発
電
向
け

で
は
大
型
製
缶
が
必
要
。

『
食
卓
か
ら
宇
宙
ま
で
』

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
社

是
の
『
努
力
・
誠
実
・
前

進
』
を
基
に
も
の
づ
く
り

を
通
じ
て
社
会
に
還
元
し

て
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
会
社
に
す
る
た
め
社

員
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

施
工
し
た
梅
林
建
設
の

梅
林
秀
伍
社
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
起
動
式
が
行

わ
れ
、
日
下
社
長
が
「
江

藤
製
作
所
は
50
周
年
を
迎

え
、
今
回
導
入
し
た
の
は

同
時
5
軸
加
工
機
で
5
と

い
う
数
字
に
縁
を
感
じ

る
。
江
藤
製
作
所
と
し
て

今
後
の
大
き
な
柱
と
な
る

よ
う
ワ
ン
チ
ー
ム
で
頑
張

っ
て
い
く
」
と
意
気
込
ん

だ
。Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ

ス
）
向
け
を
は
じ
め
と
し

た
高
さ
の
あ
る
大
型
タ
ン

ク
の
ほ
か
、
高
圧
ガ
ス
や

真
空
配
管
な
ど
の
各
種
配

管
や
貯
槽
の
設
計
や
製

作
、
施
工
を
手
掛
け
る
化

工
機
に
加
え
、
溶
断
、
精

密
板
金
塗
装
の
3
事
業
部

で
構
成
。
溶
断
で
は
本
社

と
志
村
（
大
分
市
青
崎
）

の
ほ
か
、
八
幡
工
場
（
北

九
州
市
）
を
展
開
。
精
密

板
金
は
杵
築
（
大
分
県
杵

築
市
）
と
佐
賀
（
佐
賀
県

吉
野
ヶ
里
町
）
そ
れ
ぞ
れ

に
拠
点
を
置
く
。

岡
山
県
の
北
部
に
位
置
す
る
津
山
市
は
金
属
加
工
業

者
が
多
く
、
日
本
有
数
の
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
が
盛
ん
な

地
域
だ
。
各
社
が
事
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
つ
や
ま

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
津
山
ス
テ
ン
レ
ス

・
メ
タ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
」
は
、
会
員
企
業
の
人
材
育
成

や
今
後
の
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
支
援
を
行

う
。
団
体
の
会
長
を
務
め
る
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校

の
岩
佐
健
司
校
長
に
、
活
動
内
容
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
は
じ
め
に
、
津
山
市

は
な
ぜ
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
企

業
が
多
い
の
か
。

「
1
9
7
0
年
代
か
ら
中

国
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ

と
を
機
に
、
関
西
の
ス
テ
ン

レ
ス
製
品
を
製
造
販
売
す
る

企
業
が
津
山
市
に
生
産
拠
点

を
設
け
、
合
わ
せ
て
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
企
業
も
移
転
し

て
き
た
。
そ
こ
か
ら
徐
々
に

ス
テ
ン
レ
ス
加
工
を
手
掛
け

る
企
業
が
増
え
て
い
っ
た
。

機
械
加
工
、
切
断
、
曲
げ
、

溶
接
な
ど
、
各
社
が
技
術
の

範
囲
を
広
げ
、
新
規
受
注
も

増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
で
、

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
を
中
心
と
し

た
金
属
加
工
業
者
の
集
積
地

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
仕
事
が
メ
イ
ン

の
た
め
一
般
的
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ

ら
く
日
本
一
ス
テ
ン
レ
ス
加

工
が
盛
ん
な
地
域
だ
」

―
―
津
山
ス
テ
ン
レ
ス
・

メ
タ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
設
立
の

経
緯
を
。

「
盛
ん
な
産
業
を
津
山
市

と
し
て
も
伸
ば
し
て
い
き
た

い
と
、
97
年
に
ス
テ
ン
レ
ス

加
工
の
共
同
受
注
団
体
『
津

山
ス
テ
ン
レ
ス
ネ
ッ
ト
』
を

結
成
し
た
。
現
在
も
11
社
で

活
動
し
て
い
る
。そ
ん
な
中
、

各
企
業
の
発
展
に
伴
い
、
将

来
的
な
人
材
育
成
や
技
術
継

承
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

か
、
中
小
企
業
1
社
だ
け
で

は
な
か
な
か
解
決
し
に
く
い

問
題
も
増
え
て
き
た
。
そ
う

い
っ
た
課
題
を
解
決
し
、
会

員
企
業
が
本
業
に
専
念
で
き

る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
2

0
0
6
年
に
津
山
ス
テ
ン
レ

ス
・
メ
タ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
を

設
立
し
た
。
つ
や
ま
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
と
津
山
高
専
が

中
心
と
な
り
、
県
内
各
機
関

と
も
連
携
し
て
共
同
開
発
・

研
究
、
技
術
面
で
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
も
整
え
て
い

る
」―

―
会
員
企
業
は
。

「
津
山
市
を
中
心
に
近
隣

市
町
村
な
ど
、
岡
山
県
内
の

企
業
42
社
が
参
加
し
て
い

る
。
設
立
時
の
20
社
か
ら
、

会
員
は
増
え
続
け
て
い
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
を
中
心
に
、

鉄
や
ア
ル
ミ
な
ど
の
金
属
加

工
業
者
の
ほ
か
、
鋳
造
、
製

缶
、
機
械
メ
ー
カ
ー
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
参
加

す
る
。
向
け
先
は
サ
ニ
タ
リ

ー
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
、
医
療
、

機
械
部
品
、
半
導
体
関
連
向

け
な
ど
と
幅
広
い
」

―
―
主
な
活
動
内
容
は
。

「
42
社
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
講
師

を
招
い
て
の
技
術
や
経
営
の

研
修
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

地
域
の
子
ど
も
や
学
生
に
会

員
企
業
の
工
場
を
見
学
し
て

も
ら
う
、
つ
や
ま
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
の
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
も
参
加
し

て
い
る
。
機
械
要
素
展
と
い

っ
た
展
示
会
に
も
団
体
と
し

て
出
展
し
て
お
り
、
一
つ
の

ブ
ー
ス
で
多
く
の
技
術
提
案

が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト

だ
。
県
内
外
へ
津
山
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
人
口
減
少
を
抑
制
し
、

各
社
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
る
」

「
会
員
間
で
は
、
加
工
企

業
の
集
積
地
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
受
注
過
多
の

時
は
仕
事
を
融
通
し
合
い
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
具
の
貸
し

借
り
ま
で
し
て
い
る
」

―
―
今
後
の
課
題
は
。

「
加
工
企
業
で
は
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
将
来
を

見
据
え
て
人
材
確
保
に
動
く
の

か
、
工
場
の
省
人
化
を
進
め
る

の
か
、
今
後
は
各
社
で
判
断
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
ど
ち
ら
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
人
材
確
保
や
育

成
、
工
場
の
Ｄ
Ｘ
化
、
そ
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
支

援
な
ど
も
行
う
こ
と
で
、
会
員

が
本
業
に
専
念
で
き
る
環
境
整

備
を
継
続
し
て
い
く
」

―
―
最
後
に
、
津
山
高
専
の

校
長
と
し
て
今
後
の
目
標
な
ど

を
。「地

域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

付
加
価
値
の
高
い
も
の
づ
く
り

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
地
域
産

業
界
に
と
っ
て
の
大
い
な
る
道

筋
だ
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は

急
務
だ
。
そ
の
役
割
の
一
端
を

担
う
べ
く
津
山
高
専
は
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
も
と
、

今
後
も
創
造
的
実
践
技
術
者
育

成
を
通
じ
て
、
津
山
市
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」

（
長
谷

幸
三
）

総
合
リ
サ
イ
ク
ル
の
平

林
金
属（
本
社
＝
岡
山
市
、

平
林
実
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ー

ム
御
津
第
二
工
場
（
岡
山

市
）
内
に
就
労
継
続
支
援

事
業
所
（
Ａ
型
）
を
立
ち

上
げ
た
。
金
属
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
選
別
や
前
処
理
な

ど
、
ヒ
ラ
キ
ン
グ
ル
ー
プ

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
の

仕
事
を
提
供
し
、
利
用
者

に
仕
事
と
知
識
・
技
能
向

上
の
場
を
作
る
こ
と
で
、

障
害
者
な
ど
の
就
労
を
後

押
し
す
る
。

取
引
先
の
就
労
継
続
支

援
事
業
所
の
一
つ
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
な
ど
で
仕
事
が
減
り
閉

鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
受
け
皿
を
作
り

た
い
と
新
会
社
「
た
か
ら

さ
が
し
」（
同
市
）
を
設
立

し
た
。
施
設
の
利
用
者
か

ら
「
ヒ
ラ
キ
ン
で
の
仕
事

を
続
け
た
い
」
な
ど
と
事

業
継
続
の
要
望
が
あ
っ
た

ほ
か
、
作
業
を
依
頼
し
て

い
た
平
林
金
属
の
社
内
か

ら
も
存
続
を
求
め
る
声
が

強
か
っ
た
と
い
う
。
互
い

に
必
要
な
存
在
と
感
じ
て

い
た
こ
と
が
、
新
し
い
事

業
所
の
整
備
に
つ
な
が
っ

た
。7

月
か
ら
本
格
的
に
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
旧
事

業
所
の
利
用
者
全
て
が
新

会
社
へ
と
移
っ
た
。
利
用

者
は
今
後
、
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ァ
ー
ム
で
の
仕
事
を
通

じ
、
知
識
や
技
術
を
磨
き

な
が
ら
一
般
企
業
な
ど
へ

の
就
労
を
目
指
す
。
ヒ
ラ

キ
ン
グ
ル
ー
プ
で
も
近

年
、
障
害
者
な
ど
の
新
卒

・
中
途
採
用
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
件

の
合
う
利
用
者
の
直
接
採

用
を
視
野
に
入
れ
る
。

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
は
、
一
般
企
業
で
働

く
こ
と
が
困
難
な
人
を
対

象
に
、雇
用
契
約
を
結
び
、

就
労
の
機
会
を
提
供
す
る

支
援
事
業
。
就
労
機
会
の

提
供
や
知
識
・
能
力
向
上

の
た
め
に
必
要
な
訓
練
な

ど
を
行
う
。

鋼
材
加
工
販
売
の
誠
和
商

会
（
本
社
＝
広
島
市
、
西
本

寛
史
社
長
）
は
、
8
月
に
サ

ッ
カ
ー
Ｊ
1
・
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
と
ク
ラ
ブ
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
締
結
し
た
。
エ

デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島

（
広
島
市
）
で
の
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
で
広
告
看
板
を
掲
出
し

て
い
る
。
地
元
チ
ー
ム
の
支

援
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
業
界

内
外
で
の
企
業
の
知
名
度
向

上
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

広
告
看
板
は
、
観
客
席
の

手
す
り
下
に
2
0
2
3
年
シ

ー
ズ
ン
ま
で
設
置
す
る
。
8

月
20
日
に
行
わ
れ
た
ガ
ン
バ

大
阪
と
の
試
合
で
、
初
め
て

掲
出
し
た
。

同
社
は
社
員
の
幸
せ
を
第

一
に
、
福
利
厚
生
の
充
実
や

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
西
本

社
長
は「
よ
り
多
く
の
人
に
、

誠
和
商
会
と
、
誇
り
を
持
っ

て
働
く
社
員
の
事
業
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会

を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

『
夢
と
感
動
を
共
有
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
』
と
い

う
ク
ラ
ブ
理
念
は
、
当
社

の
考
え
と
共
通
す
る
も
の

が
あ
り
、
支
援
し
た
い
と

感
じ
た
」
と
話
す
。

現
在
、
広
島
市
の
中
心

部
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
の
新
た
な
本
拠
地
と
な

る
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
の
建
設
が
進
ん
で
お

り
、
24
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら

の
使
用
を
目
指
し
て
い

る
。
同
社
は
新
ス
タ
ジ
ア

ム
で
も
、
ク
ラ
ブ
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
続
け
て
い
く

予
定
だ
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
広

島
支
社
の
ま
と
め
た
2
0

2
2
年
上
半
期
（
1
―
6

月
）
の
中
国
地
区
企
業
倒

産
状
況
に
よ
る
と
、
倒
産

件
数
（
負
債
総
額
1
0
0

0
万
円
以
上
）
は
前
年
同

期
比
3
・
8
％
減
の
1
2

7
件
、
負
債
総
額
は
同
1

2
4
・
0
％
増
の
3
7
8

億
5
1
0
0
万
円
だ
っ

た
。
件
数
は
1
9
6
5
年

の
集
計
開
始
以
降
の
年
上

半
期
で
最
も
少
な
か
っ

た
。県

別
件
数
は
広
島
県
が

54
件
、
岡
山
県
が
33
件
、

山
口
県
が
17
件
、
島
根
県

が
13
件
、
鳥
取
県
が
10
件

だ
っ
た
。
前
年
同
期
に
比

べ
、
広
島
、
山
口
、
島
根

の
3
県
で
減
少
し
、
岡
山

県
、鳥
取
県
で
増
加
し
た
。

産
業
別
で
は
サ
ー
ビ
ス

業
他
で
38
件
、
建
設
業
で

30
件
、
卸
売
業
、
小
売
業

で
各
17
件
、
製
造
業
で
12

件
、
運
輸
業
で
8
件
、
農

・
林
・
漁
・
鉱
業
、
不
動

産
業
で
各
2
件
、
情
報
通

信
業
で
1
件
と
な
っ
た
。

原
因
別
で
は
販
売
不
振

が
90
件
と
最
も
多
く
、
既

往
の
シ
ワ
寄
せ
が
21
件
、

他
社
倒
産
の
余
波
が
5

件
、
過
小
資
本
が
4
件
、

設
備
投
資
過
大
が
2
件
、

放
漫
経
営
、信
用
性
低
下
、

売
掛
金
回
収
難
が
各
1

件
、
そ
の
他
が
2
件
だ
っ

た
。
不
況
型
倒
産
（
販
売

不
振
、既
往
の
シ
ワ
寄
せ
、

売
掛
金
回
収
難
）
は
1
1

2
件
で
全
体
の
88
・
2
％

を
占
め
た
。

門
司
税
関
が
発
表
し
た

7
月
の
九
州
経
済
圏
貿
易

概
況
（
速
報
値
）
に
よ
る

と
、
鉄
鋼
製
品
の
対
前
年

同
月
比
の
輸
出
は
数
量
が

4
カ
月
ぶ
り
、
価
格
は
1

年
9
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同

月
を
下
回
っ
た
。
タ
イ
や

Ｅ
Ｕ
向
け
が
減
少
し
た
。

た
だ
、
市
況
の
上
伸
や
円

安
に
よ
り
数
量
に
対
し
て

価
格
の
減
少
は
小
幅
だ
っ

た
。輸

出
は
鉄
鋼
製
品
全
体

で
、
45
万
6
2
3
4
㌧

（
前
年
同
月
比
39
・
7
％

減
）、7
6
9
億
5
0
0
0

万
円
（
10
・
7
％
減
）。品

種
別
で
は
棒
・
形
鋼
お
よ

び
線
が
3
万
6
1
3
6
㌧

（
20
・
7
％
減
）、82
億
3

0
0
万
円
（
25
・
8
％

増
）、フ
ラ
ッ
ト
ロ
ー
ル
製

品
が
39
万
4
2
7
0
㌧

（
40
・
1
％
減
）、6
3
6

億
3
0
0
万
円
（
13
・
7

％
減
）、管
お
よ
び
管
用
継

手
は
6
4
2
2
㌧
（
65
・

7
％
増
）、31
億
2
3
0
0

万
円
（
45
・
5
％
増
）
と

な
っ
た
。
軌
条
は
わ
ず
か

2
㌧
、
1
0
0
万
円
（
99

・
9
％
減
）。

鉄
鋼
製
品
以
外
で
は
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
6
万
5
1

9
4
㌧
（
40
・
8
％
減
）、

42
億
1
7
0
0
万
円
（
32

・
9
％
減
）
で
、
3
カ
月

連
続
で
大
台
の
10
万
㌧
を

下
回
っ
た
。
非
鉄
金
属
製

品
は
2
万
5
0
5
3
㌧

（
14
・
9
％
増
）、3
1
3

億
5
5
0
0
万
円
（
16
・

6
％
増
）。

自
動
車
は
7
万
5
8
0

6
台
（
15
・
7
％
増
）、2

4
9
3
億
6
0
0
万
円

（
41
・
5
％
増
）。台
数
は

1
年
、
価
格
は
7
カ
月
ぶ

り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

昨
年
12
月
（
7
万
3
5
6

6
台
）
以
来
の
水
準
と
な

っ
た
。
船
舶
は
10
隻
（
同

数
）、4
0
7
億
1
0
0
万

円
（
1
6
2
・
4
％
増
）。

半
導
体
等
製
造
装
置
は
4

3
8
万
2
9
9
1
㌔
㌘

（
1
7
4
・
9
％
増
）、6

8
2
億
6
5
0
0
万
円

（
63
・
8
％
増
）だ
っ
た
。

輸
入
で
は
鉄
鋼
製
品
が

8
万
1
0
1
3
㌧
（
24
・

3
％
減
）、2
0
2
億
3
2

0
0
万
円（
34
・
1
％
増
）

で
2
カ
月
ぶ
り
に
大
台
の

10
万
㌧
を
下
回
り
、
価
格

は
1
年
5
カ
月
連
続
の
プ

ラ
ス
。
非
鉄
金
属
は
1
万

4
1
9
9
㌧
（
25
・
9
％

減
）、1
0
7
億
4
3
0
0

万
円
（
28
・
2
％
増
）。

原
料
関
係
で
は
金
属
鉱

お
よ
び
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
1

7
0
万
2
5
8
6
㌧
（
8

・
7
％
減
）、7
7
7
億
3

8
0
0
万
円
（
5
・
4
％

増
）。そ
の
中
で
鉄
鉱
石
は

1
5
1
万
5
4
6
7
㌧

（
7
・
3
％
減
）、2
5
2

億
7
7
0
0
万
円
（
19
・

4
％
減
）、非
鉄
金
属
鉱
は

17
万
6
2
1
0
㌧
（
16
・

8
％
減
）、4
6
3
億
5
0

0
0
万
円
（
25
・
6
％

増
）。こ
の
う
ち
、
銅
鉱
は

10
万
6
1
3
1
㌧
（
9
・

4
％
増
）、4
1
0
億
9
4

0
0
万
円（
28
・
2
％
増
）

と
な
っ
た
。

西
日
本
建
設
業
保
証
広

島
支
店
が
ま
と
め
た
2
0

2
2
年
7
月
の
中
国
地
区

5
県
の
公
共
工
事
動
向
に

よ
る
と
、
保
証
取
扱
件
数

は
前
年
同
月
比
3
・
0
％

増
の
1
7
2
4
件
、
請
負

金
額
は
同
3
・
9
％
増
の

8
7
2
億
9
2
0
0
万
円

だ
っ
た
。

発
注
者
別
で
は
国
が
1

3
5
億
8
3
0
0
万
円

（
前
年
同
月
比
17
・
2
％

減
）、独
立
行
政
法
人
等
が

44
億
5
4
0
0
万
円
（
同

18
・
3
％
増
）、県
が
2
6

0
億
1
3
0
0
万
円
（
同

5
・
3
％
増
）、市
町
村
が

4
1
2
億
3
2
0
0
万
円

（
同
12
・
2
％
増
）、そ
の

他
公
共
団
体
が
20
億
8
0

0
万
円（
同
15
・
9
％
減
）

と
な
っ
た
。

地
域
別
で
は
鳥
取
県
が

83
億
4
0
0
0
万
円
（
同

17
・
6
％
減
）、島
根
県
が

1
6
6
億
2
7
0
0
万
円

（
同
16
・
4
％
増
）、岡
山

県
が
1
6
2
億
4
7
0
0

万
円
（
同
0
・
4
％
減
）、

広
島
県
が
2
9
5
億
4
4

0
0
万
円
（
同
3
・
4
％

増
）、山
口
県
が
1
6
5
億

3
2
0
0
万
円
（
同
12
・

4
％
増
）
だ
っ
た
。

大
型
工
事
は
、
こ
ど
も

療
育
セ
ン
タ
ー
及
び
児
童

相
談
所
等
改
築
工
事
（
広

島
市
）、山
口
大
学（
医
病
）

外
来
診
療
棟
等
（
Ｃ
棟
）

改
修
工
事
（
山
口
県
宇
部

市
）、廿
日
市
市
筏
津
地
区

公
共
施
設
再
編
事
業
（
広

島
県
廿
日
市
市
）、米
子
自

動
車
道
宮
原
ト
ン
ネ
ル
工

事
（
鳥
取
県
伯
耆
町
）、一

般
国
道
4
9
0
号
道
路
改

良
（
雪
雀
山
ト
ン
ネ
ル
）

工
事
（
山
口
県
美
祢
市
）

な
ど
。

西
日
本
建
設
業
保
証
香

川
支
店
が
ま
と
め
た
7
月

の
四
国
地
区
4
県
の
公
共

工
事
動
向
に
よ
る
と
、
保

証
取
扱
件
数
は
前
年
同
月

比
4
・
8
％
増
の
1
5
1

4
件
、
請
負
金
額
は
同
3

・
9
％
増
の
5
9
2
億
4

5
0
0
万
円
だ
っ
た
。

発
注
者
別
で
は
国
が
71

億
1
8
0
0
万
円
（
前
年

同
月
比
44
・
6
％
減
）、独

立
行
政
法
人
等
が
35
億
2

1
0
0
万
円
（
同
87
・
2

％
増
）、県
が
2
1
7
億
4

2
0
0
万
円
（
同
5
・
2

％
減
）、市
町
村
が
2
4
8

億
3
3
0
0
万
円
（
同
38

・
3
％
増
）、そ
の
他
公
共

団
体
が
20
億
2
8
0
0
万

円
（
同
47
・
3
％
増
）
と

な
っ
た
。

地
域
別
で
は
香
川
県
が

1
0
3
億
2
4
0
0
万
円

（
同
4
・
9
％
減
）、徳
島

県
が
1
7
3
億
5
6
0
0

万
円
（
同
45
・
1
％
増
）、

愛
媛
県
が
1
6
3
億
9
3

0
0
万
円
（
同
22
・
4
％

増
）、高
知
県
が
1
5
1
億

6
9
0
0
万
円
（
同
27
・

1
％
減
）。

大
型
工
事
は
、
徳
島
自

動
車
道
脇
工
事
（
徳
島
県

美
馬
市
）、鳴
門
市
新
庁
舎

整
備
事
業
（
徳
島
県
鳴
門

市
）、善
通
寺
市
新
庁
舎
建

設
工
事
（
香
川
県
善
通
寺

市
）、県
立
中
央
病
院
Ｅ
Ｒ

棟
新
築
工
事
の
う
ち
建
築

工
事
（
徳
島
市
）、道
交
国

防
安
（
改
築
）（
債
）
第
8

1
1
3
―
0
0
9
―
1
号

国
道
4
4
1
号
防
災
・
安

全
交
付
金
（
口
屋
内
ト
ン

ネ
ル
（
1
））工
事
（
高
知

県
四
万
十
市
）
な
ど
。

四国の鉄鋼相場
（8月29日現在、右は来週の見通し。単位 :トン、円）
異形棒鋼（SD295、直送） 103,000→
平鋼（6×50） 138,000↗
等辺山形鋼（6×50） 122,000↗
溝形鋼（6.5×75×150） 122,000↗
H形鋼（5.5×8×200×100） 121,000↗
大径角形鋼管・BCR（12×350×350） 175,000↗
角形鋼管（2.3×100×100） 黒 178,000↗

カラー 188,000↗
軽量C形鋼（2.3×100×50×20） 175,000↗
中板 3.2（4×8） 130,000→
酸洗鋼板 3.2（4×8） 140,000→
冷延鋼板 1.6（4×8） 145,000→
表面処理鋼板1.6（4×8） 157,000→
厚板 切板 160,000→
縞鋼板 4.5（4×8） 150,000→
黒ガス管 50A 190,000↗
一般構造用鋼管48.6×2.3 195,000↗
ステンレス鋼板SUS304
ホットカットシート3－6（18Cr－8Ni） 580,000↗
鉄スクラップ価格 H2 姫路 44,500↗

H2 大阪 45,500↗
東京製鉄岡山・陸 特級（H2） 45,000↗

高松・陸 特級（H2） 42,000↗
※鋼材価格は置場渡し価格、鉄スクラップは購入価格
△は値上がり、▼は値下がり 毎週火・金曜日に掲載

サンフレッチェ広島の試合に広告
誠和商会、知名度向上図る誠和商会、知名度向上図る

掲
出
し
て
い
る
広
告
看
板

【
写
真
提
供
＝
サ
ン
フ
レ

ッ
チ
ェ
広
島
】

第1ＭＣ工場外観

工場での作業の様子

電
線
の
コ
ネ
ク
タ
ー
除
去
な
ど
細
か

な
前
処
理
作
業
を
担
う

あ
い
さ
つ
す
る
神
品
会
長

会員の人材育成・ＤＸ化支援会員の人材育成・ＤＸ化支援
津山ステンレス・メタルクラスター

日刊産業新聞22.8.30

本
業
に
専
念
で
き
る
環
境
へ

岩佐健司会長


